
 

 

 

 

 

 

 

 

 

いにしえの都  
校  長  内田  崇史   

 
目の前を茶畑の光景が流れては消え、また流れては消えていきます。雄大な富士

山をバックに青々とした茶畑が目に飛び込んできます。「夏も近づく八十八夜～  
野にも里にも若葉が茂る～」とつい口ずさんでしまいそうになります。この唄は
「茶摘み歌」と呼ばれる歌で作者不明の歌です。八十八夜とは、立春から数えて 88
日目で 5 月上旬頃のことを指します。八十八を組み合わせると「米」という字に
もなり、農家ではこの時期に茶摘みや田に籾まきを始めるそう。また、立夏という
夏の始まりを目前にしたこの時期は、夏へ向けての準備をするのに最適な日、縁起
の良い日と言われています。  
新幹線の車窓からの光景です。昨日、３年生は無事修学旅行を終え、生徒達は一

回りも二回りも成長して戻ってきました。行きの新幹線から、生徒達の表情はわく
わく感でいっぱいでした。2 時間 18 分の新幹線の旅でしたが、東京から京都にか
けての区間は、中学校の社会科で習う地名や史跡等満載です。以前私が、社会科の
授業を行っていた頃、生徒達に「新幹線の車窓から」というイベントを行っていま
した。確認したらワークシートに〇と時間を書き込み、余裕があったら写真を撮る
というものです。東京駅の原敬首相襲撃現場から始まり、京浜工業地帯、小田原城、
関ヶ原古戦場、安土城跡等、20 か所をチェック場所としていました。平均して５
分に１か所のペースでチェック場所がやってくることや、かなりのスピードで通
過するので、生徒達は見逃さまいと必死で目を凝らしていました。イメージしてい
たものと実際が違うことが多かったらしく、驚きや感嘆の声をあげていたことを
今年も車窓を眺めながら思い出していました。今回も実物を見て本物に触れる経
験や、いにしえの空気を肌で感じる感動が、いたる所にありました。目を閉じれば、
1200 年前のまちの雑踏や人々の息吹が聞こえてきます。京都での宿泊したホテ
ルは、二条通り付近で大内裏に近いこともあり、藤原氏の邸宅跡と言われている場
所でした。  
『体験は人を創る』という言葉があります。数々の体験をとおして、人は学び・

成長していきます。皆さんには、奈良や京都へ出かけ、今まで教科書や資料集、テ
レビの映像等でしか見たことのない寺社・仏閣・美術品等の実物を自分の目で見る
ことで新しい気付きや発見ができたはずです。奈良の興福寺宝物館で見た阿修羅
像や千手観音像、旧山田寺の仏頭は、みなさんに何を語りかけていましたか？大江
能楽堂での能や狂言を観て、何百年も受け継がれてきた、日本の伝統文化の本質の
一端を体感できましたか？  
今回の修学旅行で、皆さんは、素晴らしい青学年の仲間と学び・語り合い・讃え

合って、思い出深い有意義のある行事を創り上げることができたことと思います。
一人ひとりの心にあたたかく、輝かしい思い出となったことでしょう。  
実は、私の中学校の修学旅行も京都・奈良でした。思い出はいつになっても色あ

せない、今でも仲間の顔が、笑顔が浮かび上がってきます。２日目のグループ行動
の際に行った、嵐山渡月橋や鹿苑寺金閣の美しさ、逆方向のバスに誤って乗り、慌
てふためいたこと、みんなで食べた嵐山でのソフトクリームの味など、昨日のこと
のようによみがえってきます。同じ釜の飯を食べた友は一生の友。豊かな人生とい
うのは、よい思い出をたくさんもっていることなのかな、と改めて感じた３日間で
した。  

 

 

＜お知らせ＞  

 ・本校１年生が取り組んでいる「みぃみのレモネードスタンド（小児がん支援活動）」の活動が、テレビ埼玉

やローカルメディア「美園人」で紹介されました。  

美園南中だより  
【第３号】  令和５年６月１日   

さいたま市立美園南中学校  

〒 336-0967 さいたま市緑区美園 6-15 

℡  048-878-3511  fax 048-878-3512 

✉  misonominami-j@saitama-city.ed.jp 

生徒数  736 名  教職員数  64 名  

【学校教育目標】  

   『 挑戦 創造 感動 』 
～ One for All , All for One～  
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